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第１回 東備西播定住自立圏 圏域バス検討会議 会議概要 

 

１ 日 時    平成２３年１１月２８日（月） １４：００～１５：３０ 

２ 場 所    赤穂市役所 ６階 大会議室 

３ 出席者   

 （１）委 員 
明石 元秀  東備西播定住自立圏形成推進協議会幹事長（赤穂市副市長） 
三谷 勝弘  東備西播定住自立圏形成推進協議会幹事 （赤穂市企画振興部長） 
馬場 鉄二  東備西播定住自立圏形成推進協議会幹事 （備前市総務部長） 
岡本  博  東備西播定住自立圏形成推進協議会幹事 （上郡町企画財政課長） 
前田 豊彦  株式会社ウエスト神姫 
大本 一栄  日生運輸株式会社 
中澤 秀明  兵庫県バス協会 
西川 英也  赤穂市タクシー事業者代表 
丸本 尚正  岡山県タクシー協会和気支部 
三浦 謹一郎 上郡町タクシー事業者代表 
和田 昌樹  株式会社ウエスト神姫労働組合 
村合 英二  日生運輸株式会社運転手代表 
木村 音彦  赤穂市自治会連合会 
大平 國夫  備前市自治会連絡協議会 
三浦 剛介  上郡町連合自治会 
有吉 一美  赤穂市老人クラブ連合会 
滝井 良紀  備前市老人クラブ連合会 
中川 和美夫 赤穂郡高年クラブ連合会 

（２）委員以外の出席者（オブザーバー） 

佐用 光春  赤穂市タクシー事業者 

富田 新介  赤穂市タクシー事業者 

花岡 茂明  岡山県タクシー協会和気支部 

中村 捷也  上郡町タクシー事業者 

（３）専門員 

木村 淳三  国土交通省神戸運輸監理部兵庫陸運部 

古谷 嘉章  国土交通省中国運輸局岡山運輸支局 

柏谷 直也  兵庫県赤穂警察署交通課 

小林  昇  兵庫県相生警察署交通課 

保田 邦昭  岡山県備前警察署交通課 

竹林  誠  兵庫県県土整備部県土企画局交通政策課 

寒川 美樹  兵庫県西播磨県民局光都土木事務所 

稲家  誠  岡山県県民生活部県民生活交通課 

田中 信彦  岡山県備前県民局東備地域建設課 

 

（４）事務局及び各市町担当者 

赤穂市：一二三企画課長、平野企画係長、中村主査 

備前市：森脇企画課長、田原企画課長代理、吉田主査 

上郡町：前田企画財政課参事、宮下企画財政課副課長 
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４ 会議の概要 

（１） 開 会 

（２） 委員長あいさつ 

（３） 委員、専門員等紹介 

（４） 事務局紹介 

（５） 報告事項 

     東備西播定住自立圏圏域バス検討会議設置要綱の制定について 

（６） 協議事項 

     役員の選任について 

     東備西播定住自立圏圏域バス運行計画について 

（７） その他 

     会議規程について 

     その他 

（８） 閉 会 

 

５ 議事の概要 

事務局 

 

定刻になりましたので、ただ今から、東備西播定住自立圏 圏域バス検討会議

を開催いたします。 

本日はお忙しいところ、また、遠方にも関わらず会議にご出席いただき、あり

がとうございます。 

私は、本日の司会進行をさせていただきます、備前市企画課長の森脇です。ど

うぞよろしくお願します。 

 さて、議事に入ります前に、本日の会議に報道機関及び住民の方から、傍聴の

申し出がございますので、皆様にお諮りしたいと思います。 

 会議の傍聴につきましては、圏域バス検討会議設置要綱第５条第６項の規定に

基づき原則、公開することとしておりますが、詳細につきましては、後ほどご協

議をいただく「会議規程」で、その取り扱いを決定することになっておりますの

で、現段階では傍聴について明確な規定がございません。したがいまして、本日

の会議に限り、公開、非公開のご決定をいただきたく、皆様方にお諮りをいたし

ます。 

本日の議事内容は、お手元のとおりでありますので、会議の冒頭から傍聴を認

めるということにしたいと思います。ただし、写真撮影は冒頭のみとし、会議中

の撮影、録音はできないこととしたい、と考えておりますが、ご異議ございませ

んか。 

 （「異議なし」） 

 ありがとうございます。 

 異議なしというお言葉をいただきましたので、傍聴を認めるということで、傍

聴の方にお入りいただきます。 

 しばらくお待ちください。 

（傍聴者、報道入室） 

 お待たせいたしました。 

報道の皆様にお願いいたします。会議中の写真撮影等はご遠慮いただきますの

で、ただ今から、委員長あいさつまでの時間のみ、写真撮影を認めたいと思いま

す。 

 必要な方は、この時間にお願いいたします。よろしいでしょうか。 

それでは、開会にあたりまして、東備西播定住自立圏形成推進協議会幹事長で、

当会議の委員長であります、赤穂市の明石副市長よりあいさつを申し上げます。 
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委員長 本日は、お忙しい中、第１回東備西播定住自立圏圏域バス検討会議にご出席を

賜り、誠にありがとうございます。 

ご承知のとおり、兵庫県赤穂市、上郡町及び岡山県備前市の３市町では、互い

に連携・協力をしながら圏域住民の皆さんが安心して住み続けられ、また本圏域

に定住したいと思われる魅力ある地域をつくるため、定住自立圏構想を推進して

いるところでございます。 

特にこの地域は、県境を跨ぐと同時に、近畿地方と中国地方を跨ぐ地域でもあ

るため、住民の皆さまの視点に立った生活機能の充実を図ってまいりたいと考え

ております。 

本日は、東備西播定住自立圏共生ビジョンに基づく圏域事業として、住民の皆

さんからの関心も高い圏域バス運行事業についてご協議をいただくため、３市町

の住民代表の皆さまをはじめ、事業者の皆さま、そして関係機関の職員の皆さま

にお集まりいただいたところでございます。 

委員の皆様には忌憚のないご意見をいただきますとともに、今後とも当圏域発

展のためのお力添えを賜りますようお願いを申し上げ、簡単ではありますが、開

会のあいさつとさせていただきます。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

 

事務局 

 

ありがとうございました。 

続きまして、３の委員、専門員等の紹介に移らせていただきます。 

本日配布いたしております名簿の順に、お名前をお呼びしますので、その場で

ご起立のうえ、一言自己紹介をお願いいたします。 

まず、協議会幹事長であります赤穂市、明石副市長です。 

次に、協議会幹事の赤穂市、三谷企画振興部長です。 

同じく、備前市、馬場総務部長です。 

同じく、上郡町、岡本企画財政課長です。 

次に、株式会社ウエスト神姫より、前田豊彦様です。 

次に、日生運輸株式会社より、大本一栄様です。 

次に、兵庫県バス協会より、中沢秀明様です。 

 次に、赤穂市タクシー事業者代表といたしまして、西川英也様です。 

次に、岡山県タクシー協会和気支部より、丸本尚正様です。本日は代理といた

しまして、丸本充啓様にご出席をいただいております。 

次に、上郡町タクシー事業者代表といたしまして、三浦謹一郎様です。 

次に、株式会社ウエスト神姫労働組合より、和田昌樹様です。 

次に、日生運輸株式会社運転手代表として、村合英二様です。 

次に、赤穂市自治会連合会より、木村音彦様です。 

次に、備前市自治会連絡協議会より、大平國夫様です。 

次に、上郡町連合自治会より、三浦剛介様です。 

次に、赤穂市老人クラブ連合会より、有吉一美様です。 

次に、備前市老人クラブ連合会より、滝井良紀様です。 

次に、赤穂郡高年クラブ連合会より、中川和美夫様です。 

続いて、委員以外の出席者といたしまして、本日４名の方にご出席をいただい

ております。 

赤穂市タクシー事業者、佐用光春様です。 

同じく、富田新介様です。 

岡山県タクシー協会和気支部、花岡茂明様です。 

上郡町タクシー事業者、中村捷也様です。本日は代理といたしまして、前田司

様に、ご出席をいただいております。 

続いて、専門員の皆様をご紹介させていただきます。 
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国土交通省神戸運輸監理部兵庫陸運部より、木村淳三様です。 

次に、国土交通省中国運輸局岡山運輸支局、古谷嘉章様です。 

次に、兵庫県赤穂警察署交通課より、柏谷直也様です。 

次に、兵庫県相生警察署交通課より、小林昇様です。 

次に、岡山県備前警察署交通課より、保田邦昭様です。 

次に、兵庫県県土整備部県土企画局交通政策課より、竹林誠様です。 

次に、兵庫県西播磨県民局光都土木事務所より、寒川美樹様です。 

次に、岡山県県民生活部県民生活交通課より、稲家誠様です。 

次に、岡山県備前県民局東備地域建設課より、田中信彦様です。 

なお、委員の皆様には、会長からの委嘱書及び任命書を机上に置かせていただ

いておりますので、ご確認をいただきますとともに、今後ともよろしくお願い申

し上げます。 

続きまして、事務局職員を紹介させていただきます。 

赤穂市企画課、一二三課長です。 

同じく、平野係長です。 

同じく、中村主査です。 

次に、備前市企画課、田原課長代理です。 

同じく、吉田主査です。 

次に、上郡町企画財政課、前田参事です。 

同じく、宮下副課長です。 

改めまして、私は備前市企画課長の森脇です。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

委員並びに専門員、事務局の紹介は以上です。 

続きまして、５の報告事項に移らせていただきます。 

東備西播定住自立圏 圏域バス検討会議設置要綱の制定についてであります。 

 

事務局 

 

それでは、東備西播定住自立圏圏域バス検討会議設置要綱について、説明いた

します。４ページをお願いします。 

まず第１条、目的として「東備西播定住自立圏共生ビジョン」に基づく圏域バ

ス運行の実現に必要な事項を協議するため、道路運送法の規定によりバス検討会

議を設置するとしています。 

次に、第２条、協議事項として、（１）圏域バスの運送態様、運賃、料金等に

関する事項（２）その他バス検討会議が必要と認める事項としています。 

 次に、第３条、「会議の構成員」は委員及び専門員とし、東備西播定住自立圏

形成推進協議会会長が、第１号から第４号に掲げる者から委嘱、又は任命すると

しています。また、委員の任期は２年とし、再任することができるとしています。 

第５項では、専門員として国土交通省神戸運輸監理部、及び中国運輸局、また兵

庫県及び岡山県の関係機関の職員、及び専門的知識を有し、必要と認める者とし

ています。 

 次に、第４条で「委員長及び副委員長」を規定し、委員長は、東備西播定住自

立圏協議会幹事長が務め、副委員長は、委員長が指名するとしています。 

次に、第５条、会議は委員長が召集し、議長になるとし、第５項で会議には必

要に応じ委員以外の者の出席を求め、説明又は意見を求めることができるほか、

第６項でこの会議は原則として公開するとしています。 

次に、第６条、協議が整った事項については、その結果を尊重するとし、第７

条、会議の庶務は、東備西播定住自立圏形成推進協議会交通部会が行う、として

います。 

 次に、第８条、この要綱に定めるほかバス検討会議の運営に関して必要な事項

は、委員長がバス検討会議に諮り定めるとしています。 
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最後に、附則、施行日は、１０月１７日の第８回東備西播定住自立圏形成推進

協議会において圏域バス運行に関する協議を行った後、１０月１８日付で施行し

ました。 

また、この会議は、道路運送法に基づく地域公共交通会議に準ずる会議である

ことをご報告申し上げます。 

説明は以上であります。 

 

事務局 

 

ただ今の説明に対しまして、ご質問等ありましたら、お願いします。 

 

ないようですので、設置要綱については終わらせていただきます。 

それでは、この後の進行につきましては、設置要綱第５条第１項の規定に基づ

き、委員長であります明石幹事長に議長をお願いしたいと思います。 

  

委員長  それでは議長を務めさせていただきます。 

早速、第１号議案「役員の選任」に入らせていただきます。 

 副委員長は、設置要綱第４条第２項によりまして、委員長が指名することとな

っております。 

 備前市の大平委員にお願いしたいと思いますが、みなさんよろしいでしょう

か。 

 （異議なし） 

ありがとうございます。 

大平委員さん、よろしくお願いします。それでは、大平副委員長より、一言ご

あいさつをお願いしたいと思います。 

 

副委員長  ただいまご指名をいただきました大平です。大変光栄なものと考えております

が、このバスは、３つの市町が１つのバスに乗って行けるというような画期的な

ものでございます。皆様方のご協力をお願いいたしますとともに、副委員長とい

う立場で委員長を補助しながら頑張りたいと思います。よろしくお願いいたしま

す。 

 

委員長 ありがとうございます。今後とも、よろしくお願いします。 

それでは、続きまして、第２号議案「東備西播定住自立圏圏域バス運行計画」

を、議題とします。 

事務局より説明をお願いします。 

 

事務局 

 

 第２号議案、東備西播定住自立圏圏域バス運行計画について説明いたします。 

目的としましては、赤穂市、上郡町及び備前市の３市町で構成する東備西播定

住自立圏の圏域住民の移動手段の確保と利便性の向上、及び地域の活性化を図る

ことを目的としたコミュニティバスを運行することとします。 

次に主体としまして、計画主体は東備西播定住自立圏形成推進協議会、運行主

体は（株）ウエスト神姫と日生運輸（株）とします。 

運行ルートは、上郡ルート・備前ルートの２ルートとします。 

上郡ルートにつきましては、上郡駅から千種川沿い、国道３７３号、国道２号、

県道赤穂佐伯線、目坂から市道浜市高雄線に入り、ジャスコを経由して赤穂市民

病院へ行くルートとなっております。また、備前ルートにつきましては、吉永病

院から県道岡山赤穂線を通り、三石地区を経由し、赤穂市内に入って赤穂中央病

院を通り、赤穂市民病院、ジャスコへ行くルートとなっております。 

２ページに上郡ルート、３ページに備前ルートの地図を付けておりますので、

後ほど詳細につきまして説明させていただきます。 
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運行日及び便数は、上郡ルート及び備前ルートともに運行日は月曜日から土曜

日までの週６日間とし、祝日も運行いたします。日曜日及び年末年始（１２月２

９日～１月３日）は運休とします。また、各ルートとも１日２往復といたします。 

圏域バスは３台用意し、表のような運行を予定しています。 

運賃は、１回の乗車につき、赤穂市内、上郡町内がそれぞれ１００円で、備前市

内はコミバスに合わせて２００円とします。また、市町域を越える場合は全て２

００円といたします。なお、小学生未満は無料とし、高齢者及び障がい者割引は

実施しないとしています。例として、７パターンを付けさせていただいておりま

す。例えば、上郡駅から赤穂市民病院までの場合は市町域を超えますので２００

円となり、ハイツあゆみ前であれば上郡町内ということで１００円になります。 

次に実証運行につきましては、予定としまして平成２４年２月から期間を２年

以内とし、期間中に利用実態等の検証を行います。 

また運行基準として、市町域を越える利用者の平均として１便当り１人超、か

つ、１日当りのバス総利用者は１６人以上としています。また、この圏域バスの

運行は、東備西播定住自立圏共生ビジョンによる圏域事業として実施する期間と

いたします。 

次に２ページ、上郡ルートの地図です。Ｋ１の上郡駅からＫ２８の赤穂市民病

院の２８箇所のバス停に止まり、バス停は全て既存のバス停で、Ｋ１７の目坂か

らは赤穂市のコミバス「ゆらのすけ」と同じルートとしています。 

３ページ、備前ルートの地図です。Ｂ１の吉永病院からＢ３０のジャスコまで

３０箇所のバス停を考えており、一部新設のバス停となっています。新設のバス

停の位置につきましては、現在、警察・道路管理者と協議しているところであり、

了解の得られる位置で設置を進めていきたいと思います。また、Ｂ７の金谷西か

らＢ１０の畑の集落と、あと土師神根集落内は、現行の備前バス福石線と同様、

フリー乗車で計画しています。 

４ページには上郡ルート、５ページには備前ルートの実証運行期間中の時刻表

案を付けていますので、ご覧いただきたいと存じます。なお、車両につきまして

は、実証運行中は、全長９ｍの中型バスを使用することとしています。 

以上で運行計画の説明を終わらせていただきます。 

慎重なるご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

 

委員長 事務局の説明は終わりました。 

ご質問等があれば挙手でお願いいたします。 

 

オブザーバー  この運行計画を作成されたメンバーを教えてください。 

 

事務局 

 

３市町の交通部会で作成させていただき、定住自立圏協議会に案として報告

し、了承をいただいたものです。 

 

オブザーバー 了承されたその会議のメンバーも教えてください。 

 

事務局 

 

 協議会の委員は、３市町の市町長や副市町長、議会の正副議長です。 

 

オブザーバー この案を作成するにあたり、事前会議等にバス事業者さんは入っていますか。 

 

事務局 

 

交通部会で検討していく中、バス事業者さんにはいろいろとアドバイスをいた

だいております。 

 

オブザーバー  つまり、他の事業者のことは考えず、バス会社さんの視点にたち、この案を作
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ったと考えてもよろしいでしょうか。 

 

事務局 

 

３市町住民の方の視点で考えたものです。運行主体となるバス会社さんからは

アドバイスをいただきましたが、この計画は、本日のこの会議で皆さんに検討し

ていただくため、案として出させていただいたものです。 

 

オブザーバー  私は吉永から来ていますので、吉永町内、あるいは備前市内の現在の路線バス

の運行状況は大体分かりますが、赤穂・上郡間、また赤穂市内がどういう状況で

運行されているのか全く分かりませんので、そういう資料を出していただければ

助かるのですが。 

 

事務局 

 

すぐに用意ができなくて申し訳ありませんが、赤穂市には「ゆらのすけ」とい

うコミュニティバスと、路線バスが走っています。今回提案しております上郡ル

ートとは同じようなルートになります。 

それから、上郡町についても、現在コミュニティバスの計画があり、上郡町民

の方には、コミュニティバスと合わせてこの圏域バスにより、病院や買物など、

利便性が高まると考えています。 

 

委員 

 

 現在不景気ということもあり、タクシー業界も大変な状況にあります。 

私どもとしては、今回のこの計画には基本的には賛成しがたいというのが本音

です。 

今回提案されている上郡ルートにつきましては、赤穂市目坂あたりからは現在

運行されている「ゆらのすけ」や路線バスとコースが重複するということです。

できれば目坂から中に入らず、そのまま県道を川に沿って走っていただき、ジャ

スコや市民病院に入っていただけないでしょうか。時間にしても、１０分くらい

の差だと思いますので、こちらのコースにしていただければ比較的タクシーや路

線バスとの影響も少なくなるのではないかと思います。 

それからもう一つお聞きしたいのが、実施の期間です。 

国の政策の助成金で運営するということですが、それがいつまであるのかとい

うことと、補助金が終わった後はどうされるのか、今後のために教えていただけ

ますか。 

 

委員長 赤穂市内の上郡ルートのうち、赤穂市の「ゆらのすけ」やウエスト神姫の路線

バスと重複する部分があり、できれば一部ルート変更をできないかというご意見

です。赤穂市の委員さんどうでしょうか。 

 

委員 

 

 バスを利用するのは、おそらくお年寄りや体の不自由な方が多いと思います。

今、言われたような千種川に沿ってずっと南下するということになれば、停留所

ができるかなぁと思います。お年寄りの方などのことを考えたら、このルートの

方がいいのかなぁとも思いますが、私も今日初めてルートの説明を受けましたの

で、結論はすぐには出せません。ただ、このバスは必要と思いますし、お互いが

納得できるルートが見い出せればいいと思います。 

 

委員長 事務局、この件に関してと、先程の質問に対して何かありますか。 

 

事務局 

 

先程の２点の質問に対してですが、１点目につきましては、今、委員さんから

もご意見もいただきましたが、具体的にどういうルートがいいか、みなさんの総

意で決定していきたいと思っています。２点目の定住自立圏がなくなった後の件

ですが、この定住自立圏構想に期間はありません。また、定住自立圏構想は国が
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積極的に推進している制度であり、この３市町では全国に先立ち手をあげまし

た。全国の状況を見ましても、今も新たな圏域の立ち上げがあるという状況です

ので、我々としましては今後もこの定住自立圏が続いていくものと考えておりま

す。 

なくなった後のことは、今返事ができる状況ではありませんが、利用状況をみ

る中で、将来的な答えも出てくるのではないかと考えております。 

 

委員長  事務局から答弁がありましたが、他にどうでしょうか。 

 

オブザーバー  運行基準が１日１６人以上となっていますが、利用者がこれを下回る状況が続

けば止めるということですか。 

 

事務局 

 

 運行基準ですが、まず２年以内の実証運行を予定する中、基準が満たされない

ということになれば、継続は考えなければならないと考えています。 

 

委員 

 

 少し補足をさせていただきます。 

今事務局からは、基準を満たさなければ継続を考えるとの回答でしたが、基準

以下ということになれば再度この会議に諮り、ルートが適切なのかどうか、利用

者の利便性が図られているのかどうか、そういうことを検討いただき、さらにル

ート変更等の見直しをしたうえ、なお利用者が少ないという状況で初めて廃止を

考えていきたいと思います。 

 

委員 

 

 上郡から赤穂まで２００円という金額で走りますと上郡のタクシーにはすご

く影響があります。それから、この会議はＪＲにも関係するのではないかと思い

ます。 

現在、上郡町から赤穂市へはタクシーやＪＲで行っている人もおり、この圏域

バスが走ることによってタクシーにも影響がありますしＪＲにも影響があるの

ではないか。できればＪＲからも委員として入ってもらうべきではと思います。 

それともう一点、バス事業の免許を持っているのは、ウエスト神姫と日生運輸

だけではなく、他にもありますので、そういったところに、なぜ事前に声をかけ

ていただけなかったのかということをお聞きしたい。 

 

事務局 

 

 

まず、委員の中にＪＲを入れて欲しいということですが、この圏域バス事業を

考えた時、ＪＲに特に大きな影響はないだろうと考えていましたので、委員には

入れておりません。ご理解をお願いしたいと思います。 

バス会社につきましては、今回のバス事業は３市町に跨る事業であり、赤穂市

のコミュニティバスや備前市のバス、また現在計画が進められている上郡町のコ

ミュニティバスなどの状況から、乗合バス事業として計画を進めるなか、ウエス

ト神姫と日生運輸の２社でという形を考えました。 

 

委員 

 

 ＪＲに影響がないというのはちょっとおかしいのではと思います。 

吉永からも赤穂に行くためには、ＪＲで相生駅で乗り換えて行く必要がありま

すし、上郡町だけではなく備前市にも影響があると思います。 

それと、ウエスト神姫と日生運輸だけではありませんので、他にもあるので声

を掛けていただければ有り難かったと思います。 

 

オブザーバー 今のご意見に補足をさせていただきますが、運行計画をみますと赤穂市に人を

集めたいというようにしかとれません。 

それは、朝早い午前中の便は赤穂に向かって行き、帰りはお昼ぐらいから２便
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で帰ってくれという運行計画で、それはちょっとおかしいのではないかと思いま

した。 

東備西播定住自立圏というものを私がよく知らないということもあるのかも

しれませんが、とりあえず、赤穂市を中心に考えすぎではないのかなという印象

を受けました。 

それから、このルートについてです、なぜ吉永から赤穂なのか、なぜ上郡から

赤穂なのか。備前市を考えたとき、片上を中心に考えるという案は出なかったの

かということを合わせて質問します。 

 

オブザーバー  私は委員としての参加ではありませんので、いち赤穂市民としてお聞きしま

す。この圏域バス運行計画の目的は、東備西播定住自立圏の圏域住民の移動手段

の確保・利便性の向上及び地域の活性化を図るためとなっていますが、吉永周辺

や上郡周辺の住民の方が赤穂市民病院あるいは赤穂中央病院への送迎というル

ートにしか見えません。 

まして、赤穂市の方がこのルートを使って吉永や上郡に行くということはあま

りないのではと思います。赤穂市民の利便性を図って設定しているのでしょう

か。 

 

事務局 

 

 まずＪＲの関係ですが、吉永方面からの人に対しては三石駅でＪＲのダイヤに

接続した時間帯とするなど配慮をしています。 

それから、交通部会でも様々なルート案が出ました。三石と上郡を結ぶルート、

日生町と赤穂を結ぶルートなども出ましたが、いずれもＪＲに配慮した上で、現

在のルートを設定しました。 

また、目的と利便性の問題ですが、現在も備前市内や上郡町内から赤穂市民病

院やジャスコ等に買い物に来られている方がおります。その人たちの利便性を高

めることと、この３市町の地域の活性化になるのではないかということも含め

て、このルートを提案しました。 

 

委員  まずこの計画のベースになる定住自立圏の説明を本来先にすべきだと思うの

ですが、住民の皆さんにはこれまで定住自立圏のＰＲをいろいろとしてきました

ので一部割愛して資料としてはお渡ししておりませんでした。この定住自立圏構

想は、総務省が平成２１年度から始めたものです。簡単に説明しますと、これま

では単独の市や町でそれぞれがいろいろな施策をやってきましたが、人口減少社

会の到来を受け、それぞれの自治体だけで完結したものが今後できない可能性が

出てくるという中、今もっている都市機能を自分のところの市・町だけではなく、

それぞれの特色を活用し合いながら、お互いが住みやすい活力ある地域を作ろう

というのが定住自立圏構想でありまして、それにこの３市町が手を挙げたという

ことです。 

したがいまして、まずこのルートのベースになったのは上郡町には町立病院が

ないということで赤穂市民病院への利用、それから備前市には３つの市民病院が

ありますが、吉永周辺の方が商業施設を利用する手段として赤穂のジャスコ等の

施設を利用ができる足の確保を図るということが発端です。 

先ほど赤穂市ばかりへの人の流れという話がありましたが、ルート検討のなか

で考慮したのがＪＲの赤穂線と山陽本線の問題です。確かに日生方面から赤穂へ

というルートも考えましたが、そうなるとＪＲの客数が減ります。一方では、Ｊ

Ｒに対して増便と延長運行を求めているということもあり、ＪＲのお客さんを奪

うことは違うということで、ＪＲ赤穂線と関係のないルートを選んだというのが

備前ルートです。 

また、上郡ルートにつきましても既存の路線バスとダブルのですが、先ほども
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話が出ました上郡―三石―赤穂という L型のルートも検討しました。ただ、そこ

はやはりＪＲ山陽本線があるということで、赤穂と上郡を結ぶ路線、道路自体が

少なく既存の路線とダブってしまいますが、このルートに落ち着いたというのが

経緯でございます。 

したがいまして、このルート案につきましては、この場でご検討いただくこと

であり、またこのバスが成功すれば今後、更に圏域内を結ぶ他の路線、ＪＲ関係

を考慮しながら拡大・充実していくべきものではないかと思っています。 

ただそれについては、このように３市町が集まる場でご意見を交わしていただ

ければと考えています。 

  

委員長  今、委員から説明がありましたが、それに対して何かございますか？ 

 

オブザーバー  私は備前市の住民であり、赤穂・上郡町内の詳しい地名が分かりません。１０

分ぐらいの差で違うバスが走るのであれば、この圏域バスに組み込み一本化にし

て無駄を省いてはどうでしょうか。 

 

事務局 

 

 赤穂市の「ゆらのすけ」も同じような時間帯を走っている便がありますが、こ

の案は、上郡町民の方が赤穂市民病院の受付時間に少しでも早く行けないか、と

いうことで上郡駅を７時５０分に出発し赤穂市民病院に８時３２分に到着する

こととしています。このバスで上郡町の方の利便性が高くなることを考え作成し

たものです。 

  

オブザーバー  先ほど、赤穂市の委員からは、赤穂市のコミバスや既定の路線バスと重複する

区域があり、変更してもいいのではないかというご意見だったと思います。 

 

事務局 

 

 赤穂市のその地域は同じような時間帯での運行となっていますが、上郡町民の

皆さんの利便性も考えたものです。それと、赤穂市の委員さんが言われましたル

ート変更の件については、事務局でも検討したいと思います。 

 

委員 

 

ＪＲの件ですが、上郡～赤穂間の利用者は多いと聞いています。先ほど言われ

ました影響がないというのはもう一度確認してください。 

それから吉永から出ているバスの時刻表をみて思ったのですが、三石駅を電車

が８時３１分に出て、バスが三石駅を８時３６分に出るのというのはＪＲで降り

た方を赤穂に運び込もうという感じがします。吉永から西、和気方面からＪＲに

乗って赤穂などに行っている人を三石駅で降ろして、この圏域バスに積んでしま

おうという魂胆があるのではないかと思ってしまいます。備前市、赤穂市、上郡

町の３市町で運行するならば、何もこの電車に合わさなくてもいいのではないか

と思いますが。 

それから、上郡からのバスは市民病院の受付に間に合うように８時３０分過ぎ

に到着し、備前からのコースは９時過ぎに到着します。これでは受付時間が終わ

ってしまいますし、その時間設定も少しおかしいのではないかと思います。 

 

事務局 

 

バス利用者は、ＪＲを補完する目的で利用されている方も多いと思います。そ

ういうことからも、和気方面からのＪＲに合わせたバス運行というのもある程度

考慮すべきではないかと考えています。 

 

委員 

 

そしたら、このバスの到着を少し早くして、吉永方面からきた人にＪＲの８時

３１分に乗れる方法もとれるのではないか。下車した人がこのバスに乗れるとい

う利便性だけだと感じます。吉永から西、和気から岡山の間の方だけです。備前
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市ではなく、和気から西の人を赤穂に引っ張りこもうという作戦なのかととれま

す。備前市の方の利便性を考えるのであれば、ＪＲの８時３１分に乗れるように

組むのが普通ではないかと思いますが。 

 

委員 乗る方の利便性を重視するか、降りる方の利便性を重視するか、どちらを重視

するか、いつも迷うところですが、今回はＪＲの補完という形で路線バスを使っ

ている方が多いということを考えましてこのような形をとらせていただいてお

ります。もちろん今言われれた考え方も１つあろうかとは思います。 

 

委員 

 

三石駅で降ろして、それを全部バスに取り込むのではという話ですが、三石駅

から赤穂へＪＲで行くとすれば、相生まで出て、相生で乗り換えて赤穂へ来るこ

とになります。それでは運賃が高くなりますし、不便です。 

お年寄りはやはり少しでも安い方を取ると思いますし、取り込むとか取り込ま

ないという話ではなく、やはり地域住民の方が一番納得ができ、一番安全で安心

して自分の目的としているところに行けるかということを、この場で我々が考え

てあげるのが一番だと思います。 

先ほどから事務局の説明を聞いていますと、この案を今日だけで決めてしまう

ということではなく、この案を、まずはたたき台として考えてくださいというこ

とのようです。「ゆらのすけ」との重複や、また先ほどから出ています千種川を

南下してジャスコとか市民病院の方へ行くというルートを通りますと利便性は

良くなったのにバス停まで遠くなってしまうということも考えられます。 

景気が良くないですから企業の皆さんも非常に深刻だとは思いますが、それぞ

れが少しでも便利が良くなるようにお互いに知恵を出し合って、「ゆらのすけ」

と圏域バスが重複しないようなダイヤを組み直すことなど、事務局の方に考えて

いただいて、もう一度検討してはいかがでしょうか。 

それから、何で赤穂ばかりに連れて行くんだ、備前市にも連れて来いという聞

き取り方もできる意見がありましたが、そうではなく、今回のバスはお互いに２

市１町の地域住民の方の利便性が高くなり、どちらにも行けるようになることが

必要かと思います。 

 

委員長 ありがとうございました。 

今回新たな提案という形で皆さんにお諮りさせていただき、色々とご意見等を

いただきました。 

利用者の立場からのご意見、また事業者からのご意見といろいろございます

が、先ほどお話がありましたように、今日で全てを決めてしまうというわけでは

ございません。本日伺ったご意見をもとに、改めて次回の会議で再検討いたした

いと思います。お互いが納得して目的が達成できるような形にしていきたいと思

います。よろしいでしょうか。 

それでは、次のその他、会議規程に入らせていただきたいと思います。 

事務局から説明をお願いします。 

 

事務局 

 

それでは、議案資料の７ページをお願いします。バス検討会議 会議規程につ

いて、説明いたします。 

まず、第１条、この規程はバス検討会議の議事その他の運営に関し、必要な事

項を定めるとしています。 

第２条、会議は設置要綱第５条第６項の規定に基づき公開する。ただし、出席

委員の過半数の決定により、公開しないことができるとしています。 

次に、第４条、会議の傍聴は原則として１０人以内、ただし会場の規模により

増減することができる、としています。 
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次に、第５条で傍聴人の遵守事項を、また第６条で、傍聴人はすべて議長の指

示に従わなければならない、と定めています。 

次に、第 7条、会議概要を作成し、公開するとしています。なお、作成にあた

りましては、委員等の具体名を明記しない形で行いたいと考えています。 

最後に、この規程は平成２３年１１月２８日から施行するとしています。 

説明は以上であります。 

 

委員長 事務局からの説明は終わりました。 

「会議規程」について、ご質問等ございませんか。 

 

ないようですので、今後はこの規程に基づき会議を進めたいと思います。 

次に、（２）その他ですが、事務局から何かありますか。 

 

事務局 

 

本日の協議を受け、改めて会議を開催したいと思いますが、日程につきまして

は、後日改めて調整させていただきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

 

委員長 次回の開催日時は、改めて事務局から通知させていただくということで、よろ

しいでしょうか。それでは、皆さん、よろしくお願いします。 

他になければ、続いて兵庫県交通政策課よりお知らせがあるということですの

で、よろしくお願いいたします。 

  

専門員 

 

紹介させていただく前に一言だけ申し上げさせていただきます。 

２つのルートが示されていましてみなさんのご意見を拝聴して思ったのです

が、何故このルートができたのかというのが誰も分からないということです。 

それは何故かというと、市民の方々がどういうことを目指しているのかという

ことが全然明示させていないからです。 

そういう中で、これがショートカットということになるのだろうとは思います

が、目指している目的が漠然としすぎていて、今一番困っているのが赤穂の市民

病院とか中央病院とかへのトリップなんだということが全く抜け落ちているか

もしれないということです。 

それが何故分からないのかというと、先ほど委員さんも言われたようにこの３

市町の交通体系というのはどうなっているのかというのが全くわかりません。当

然、私も県の人間なので全く分かりません。ですから、事務局の方には大変失礼

ですけれども、ちょっと資料として話にならないと思いますので、話が全くかみ

合わないのだと思います。以上のように感じましたので、そのあたりのことを次

回の会議でご配慮いただければなと思います。決まってしまったことを結果とし

て出されたから「どうですか？」と言われても、その前提が抜けると議論がしに

くいのだろうと思います。少し嫌味っぽく聞こえてしまうかもしれませんが、こ

れでご容赦いただきたいと思います。全てが開示されてプロセスが分かって初め

て同じ土俵に立てると思いますので、その点は事務局の皆さんにご配慮いただけ

ればと思います。厳しいようですがよろしくお願いします。 

（資料「バスからはじめる公共交通」の説明） 

 

委員長 それではこれをもちまして本日の会議は終了させていただきます。 

ご苦労様でした。 

 

 了            （１５時３０分） 

 


